
調査者：

調査期間

2022年4月22日

A・B・E地区でキンランが咲き始めた。

2022年5月2日

A地区465本　B地区580本　E地区353本　合計1398本　昨年より開花が大幅に増加。

2021年5月3日

A地区　244本　B地区　212本　E地区　245本　合計701本

2019年5月6日

A地区、３６９本。B地区、４３４本。E地区、５４１本。H地区、１５４本。合計１４９８本。今年はたくさん咲きました。森が

明るくなってきたのでしょうか。

2020年5月3日

コロナウイルスの影響で正確な本数の確認が困難でしたが、ほぼ昨年と同じようにたくさんの開花がみられました。

倒木が多くて、日当たりが良くなった影響と思われます。

2021年4月19日

Ａ・Ｂ・E地区でキンランが咲き始めた。昨年より開花が早い。　暖冬の影響が考えられる。

気づいたこと

2018年4月20日

開花している花、中央緑地145本。

2018年5月7日

A地区：落花93本、開花中3本。B地区：落花122本。　E地区：結実125本、落花：94本。H地区：落花1本。合計花数：５８７本。

モニタリングを初めて一番キンランの花数が多くみられた年でした。他の緑地でも多かったと聞きます。天候によるものでしょう

か。

モニタリング調査結果

種名　：　キンラン 特定非営利活動法人相模原こもれび

調査地：　木もれびの森


